
私 達 の 信 条
私達は、患者さんにいつも愛と思いやりの心で接します。

私達は、国の担うべき医療を提供し、地域に親しまれる病院を目指します。

私達は、質の高い医療を提供し続けていくために日々研鑽いたします。

私達は、医療の進歩に貢献するために臨床研究を推進します。

私達は、互いに協力し、働きがいのある明るい職場作りに努めます。

外来診療棟更新築整備工事の状況････････ 2・3
国立医療学会 第51回塩田賞を受賞して･･･････4
第2６回結核臨床研修会報告･･････････････････5

「七尾城址」橋本義則（七尾美術作家協会会員）
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外来診療棟更新築整備工事の状況

業務班長　梅　村　和　生

　外来診療棟等更新築整備工事が平成28年11月より開始し、第１期工事の管理棟が昨年10月
に完成し、続いて第２期工事の外来診療棟が今年11月に完成し12月17日から待望の新しい外
来診療棟で診療を開始します。外来診療棟には、外来、薬剤科、放射線科、臨床検査科、医事、
地域医療連携室が入って新しくなります。正面玄関は、前方に旧外来管理治療棟がありますの
で、まだ正面玄関を使用することはできません。第３期工事で、外来管理治療棟等を取り壊し
病院の駐車場等の外構工事を行い、来年５月に全て工事が終わり完成する予定です。そのため
外来診療棟の入口は、12月17日より平成31年３月31日（予定）の期間は、正面駐車場側から
見て左側（東側）が仮の入口になります。患者様の駐車場は、現在の正面玄関側から東側入口
前の奥側８台と管理棟裏側22台に変更となります。
　また、平成31年４月１日（予定）からは、外来診療棟東側ルートの外構工事が始まり車等
の通行が出来なくなりますので、代わりに西側ルートからの通行に変更となり、患者様用駐車
場の東側８台が反対の西側に変更となります。詳細は、図をご覧下さい。
　今後も工事は、安全第一で進めてまいりたいと思います。工事にともない騒音、振動、大型
車の通行等で入院患者様、外来患者様、ご家族の方等、七尾病院を利用される皆さま及び近隣
の皆さまには、ご迷惑、ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力を賜りますよう、よろ
しくお願い申しあげます。
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　平成30年11月９日(金)神戸国際会議場にて、国立病院総合医学会の第51回塩田賞受賞記念
講演をさせていただきました。
　これは、平成29年７月に国立医療学会機関誌「医療」第71巻第７号に投稿した『二次性カ
ルニチン欠乏を示す経腸栄養患者に対するカルニチン配合流動食の有用性の検討』という自身
からの論文がアクセプトされ、それが今回の塩田賞という大変光栄な賞をいただくことになり
ました。
　塩田賞については、国立医療学会の生みの親である「塩田広重先生」の多大なる功績を称え、
昭和43年より始まりました。これまでの数々の優秀な受賞論文の中に私の名が連ねられるこ
とは、いささか信じがたいことでもありますが、ご協力いただいた皆様や、臨床研究を推進す
る七尾病院という施設環境のおかげかと思います。
　さて、このたび研究をいたしました「カルニチン」について簡単にご説明いたします。カル
ニチンとは、体内の脂肪を燃焼し、エネルギーに変えるなどの脂質代謝に関与する条件的必須
栄養素となります。カルニチンが不足すると①各臓器での脂肪蓄積、②低ケトン性低血糖、③
高アンモニア血症、④筋力低下・心筋症などを起こすことがあります。健常人では、通常の食
事を摂取していれば不足することはありませんが、長期的にカルニチンの含まれていない経
腸栄養管理をする患者様等においては、欠乏症に陥りやすくなります。そこで、今研究では、
カルニチンが含有されていない経腸栄養剤で管理されていた低カルニチン血症の患者10例を、
カルニチンの含有されている経腸栄養剤に変更。また、その経腸栄養剤に含有されるカルニチ
ン量は、通常の低カルニチン血症の治療薬として使用されるカルニチン量の約1/10量程度と
して推移を観察しました。結果として、カルニチン含有経腸栄養剤の投与後、1 ヶ月後から血
中カルニチン濃度は有意に高い推移で維持されました。結論として、これまで、二次性カルニ
チン欠乏での補充量については十分検討されていませんでしたが、少量のカルニチン量でも十
分に血清カルニチン濃度を正常域まで上昇させることが確認できました。これによって、カル
ニチン含有の経腸栄養剤の使用は、カルニチンを薬剤として使用する場合に比して安価なため
に医療経済的にも有用であるということになります。
　今回の研究によって日常の臨床業務の疑問に対して、ほんのわずかな答えを得ることができ
ました。今後もこのような地道な活動から症例を積み重ねて日常の臨床業務に寄与できるよう
に活動ができればと考えます。最後に学会発表前にも予行会を開催してご指導いただきました
当院の藤村院長、論文作成に際して大変親切丁寧にご指導いただきました陳診療部長、その他、
共著の先生方にはこの場をお借りして、深謝の意を表したいと思います。

栄養管理室　室長　浅　井　慎　悟

国立医療学会

第51回塩田賞を受賞して
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　平成30年10月14日(日)能登里山空港にて当院主催の結核臨床研修会を開催いたしました。
　結核臨床研修会は結核医療における地域の医療機関相互の連携強化を図り、結核医療の向上
に努めることを目的としております。当院では平成27年度から、石川県における結核診療の
中核病院に指定され本研修会により一層力をいれて取り組んでいるところです。
　当日は先ず始めに当院内科医師 堂下隆先生より「結核診断のポイントについて」ご講演い
ただきました。結核関連検査の紹介や実際の症例に基づく診断のコツの解説がありました。続
いて、当院呼吸器内科医長 土島秀次先生より「結核症例の実際～画像を中心に～」と題し実
際の結核患者のCT画像を参考にしながらの症例紹介がありました。引き続き、石川県能登北
部保健所所長 小林勝義先生より「保健所の結核対策について」と題して結核患者発生時の届
出要点などについて説明をいただきました。当院、加藤稔臨床検査技師長からは「結核の喀痰
検査について」と題して結核診断をしていく上での具体的な喀痰検査方法の解説がありました。
　その後は当院、梅木里美結核看護院内認定看護師より「結核発生時の施設内対応と当院の結
核看護について」と題し感染防止対策や、抗結核薬について、DOTS(ドッツ)カンファレンス
や退院後の対応、精神的な援助に関することなど説明がありました。続いて中川かつ枝感染管
理認定看護師から「施設内での結核患者発生時の接触者調査について」では結核患者の感染性
の有無とその強さを判断し、接触者健診の対象者を選別していくことの説明がありました。ま
たN95マスク(結核病棟に入る際に装着が必要)のフィットテストもあり、参加者の皆様が自ら
マスクをつけて積極的に参加されている姿がありました。
　研修終了後のアンケートでは「結核の基本的なことを理解できた。普段結核に関して学ぶ研
修は少ないので貴重な機会であった。」「実際の画像やデータを用いての説明があり分かりやす
かった。」など好評の声をいただきました。今後も頂いたご意見などを参考に結核臨床研修会
を開催していく予定です。 

医療社会事業専門員　近　藤　洋　平

第2６回結核臨床研修会報告

七尾病院 安井 正英特命副院長　　　
　本研修会の座長を務めました。

沢山のご出席ありがとうございました。
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七尾病院前

職員募集！

　近藤です。寒くなり鍋が美味しい季
節ですね。お店に行くと様々な種類の
鍋つゆがずらりと並んでおりトマト鍋
やレモン鍋など最近は変わり種も増え
ているようです。新しい味に挑戦して
みたいなと思う今日この頃です(笑)。
皆様も身体を温めて風邪をひかないよ
うにお気をつけください。

医療社会事業専門員　近藤　洋平

■医療法病床　239床

■標榜診療科
内科、神経内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、
小児科、ペインクリニック内科、リハビリテーション科

ご希望の方は、お気
軽にご連絡ください。

を募集しています
保育士（パート）
言語聴覚士

独立行政法人国立病院機構七尾病院　
　　（0767）53－1890　（内線1104）

問い合わせ先

※ 初めて外来診察を希望される方は、お手数でも事前に当院
　 外来受付まで連絡願います。TEL 0767-53-1890(代表)
※ 小児期の予防接種はじめ各種予防接種を行っております。
※ 呼吸器科は予約診療のみとなっています。診察ご希望の方は
　 事前にお問い合わせ下さい。
※ 小児科の小児神経外来をご希望の方は事前のお問い合わせを
　 お願いします。

8：30～16：00
8：30～17：00

区分・時間 月 火 水 木 金

呼吸器
内科

午前 藤村
(初診のみ)

藤村
(初診のみ)
安井

藤村
(初診のみ)
安井

藤村
安井
土島

藤村
(初診のみ)
安井

午後 藤村 藤村 佐久間
神経内科 午前 横地 横地 横地 森永 森永
内　科 午前 横地 橋井 陳 森永 堂下
消化器
内科 午前 陳

(初診のみ) 陳 陳
(初診のみ)

小児科
午前 泉

(小児神経)
泉

(小児神経) 押切 押切 押切

午後 押切 押切 泉
(小児神経)

泉
(小児神経)

泉
(小児神経)

内科
(皮膚)

10:00
～
11:30

山口 藤村啓
10:30～15:00 藤村啓 宮森 二ツ谷

ペイン
クリニッ
ク内科

午前 髙澤 髙澤 松島 髙澤 髙澤
午後 松島（第２）

髙澤
松島
（第４）

循環器
内科 午前 安田


